
ゲノム問題検討会議 Zoom セミナー

ゲノム編集技術の新たな展開とヒト化動物

2012 年に開発されたクリスパー・キャス９はゲノム編集技術を大きく発展させ、開発者
であるジェニファー・ダウドナとエマニュエル・シャルパンティエは2020年のノーベル化
学賞を受賞しました。一方、ゲノム解読の速度の上昇と価格の低下も日増しに進み、医療
や創薬や食糧生産をはじめ、ゲノム編集技術の応用は目覚ましいものがあります。当初、
懸念されたオフターゲットといった不具合もかなりの程度、克服されつつあり、実装段階
に進んでいる分野も少なくありません。
そこで、この分野で最先端の研究を進めて来ておられる真下知士先生（東京大学医科学

研究所実験動物研究施設先進動物ゲノム研究分野）をお招きし、ゲノム編集技術の開発の
現状についてお話をうかがいたいと思います。クリスパー・キャス３の開発も手がけられ
た真下先生ですが、現在、力を入れておられる分野の一つはヒトの遺伝子を組み込んだ動
物＝ヒト化動物の研究です。ヒト化動物の研究の先には、動物の体内にヒトの臓器を育成
することも展望されています。
今回のセミナーでは、分子生物学者の河田昌東（まさはる）先生（遺伝子組換え情報室

代表）と科学ジャーナリストの天笠啓祐さん（市民バイオテクノロジー情報室代表）からも
市民生活への関連という側面からお話をうかがいます。そして、真下先生とおふたりにゲ
ノム編集技術の開発の今後とその市民生活への影響と問題点、とりわけ安全性や倫理的な
問題などについて話し合っていただき、理解を深めていきたいと思います。
皆さまのご参加をお待ちしています。

記

日時 ： 202３年７月２３日（日） 1４時～1６時００分

講師 ：真下知士さん （東京大学医科学研究所実験動物研究施設先進動物ゲノム研究分野）

天笠啓祐さん （市民バイオテクノロジー情報室代表）

河田昌東さん （遺伝子組換え情報室代表）司会 島園進さん （大正大学客員教授、

東京大学名誉教授）

事前申し込み：参加希望者は事前に下記メールあてに必要事項明記の上７月２１日までに申し込

みください

必要事項 名前、職業、メールアドレス

申し込み先 E-mail jreikochan@yahoo.co.jp

またはこちらから→ https://forms.gle/ZpM761NCcK1gmSSR

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%B8%82%E6%B0%91%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8E%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%83%BC%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AE%A4&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%B8%82%E6%B0%91%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8E%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%83%BC%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AE%A4&action=edit&redlink=1
mailto:jreikochan@yahoo.co.jp
https://forms.gle/ZpM761NCcK1gmSSR8


参加費：1000円

参加希望者は7 月2３日までに下記口座にお振込み下さい（見逃した場合は期間限定の録画は後ほど

お送りします。）

【郵便局からのご送金】の場合 口座番号 10290-70860881

【他行からのご送金】の場合 ゆうちょ銀行 028 店（ゼロニハチ）

普通 7086088 口座名義 神野玲子

当日の詳細案内：申し込みされた方には７月２２日ころに zoomのURL等ご案内いたします

主催 ：ゲノム問題検討会議 https://www.gnomeke06.net/

問い合わせ：神野玲子 E-mail jreikochan@yahoo.co.jp 携帯番号 ０９０‐２６６９‐０４１３

お以上

こちらからもお申込み出来ます

mailto:jreikochan@yahoo.co.jp

